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講義
演習

量的研究とケーススタディの特徴とケーススタディの進めかた
質的研究におけるケー
ススタディの意義・特
徴

3

看護における研究と研
究⽅法

看護研究とは
研究の⼀般的⼿順
研究の２つの⽅法︓量的研究と質的研究

講義
演習

2

研究的態度について
看護の専⾨職者としての研究的態度
キャリアデザイン

講義
演習

量的データの集め⽅
データの集計⽅法及び統計的分析法

講義
演習

参考⽂献 及川慶治 はじめての統計学 メディカ出版

教育⽅法と学⽣
への期待

(求めること)

「看護の追究」では看護の専⾨職者として研究的態度を養い、看護研究の知識を活⽤し⾃
⼰の看護実践を振り返ることで、研究を通して⾃⾝の課題に向き合い、常に学び⾃⾝を成
⻑させる努⼒を重ねることでキャリアデザインを描く⼀助になればと考えています。気が
かりな場⾯をもとに研究テーマを捉え、看護理論などを⽤いて裏付けしていき、その時に
気づくことの出来なかった⾃分なりの結論に⾄る経過を考えることが⼤切です。そのた
め、⾃分で研究に取り組む時間を確保し、担当教員と調整しながら計画的に研究をすすめ
ていきましょう。研究を進めていく中で、⾃⼰の看護観に深みが増し、成⻑・発展してい
くことを願っています

授業
⽅法

学習内容

1単位
（20時間）

1

量的研究におけるデー
タの集め⽅と集計⽅法
と分析法

4

専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒

到達⽬標
１）関⼼を持って看護研究の意義・⽬的・⼿法について説明することができる
２）⾃らの看護実践を振り返り、事実に基づいて整理・評価するとともに理論をもとに考
察し⾃⼰の看護観を表現することができる

評価⽅法 学習到達度基準を⽤いたレポート評価（100点）

科⽬⽬標

科⽬名

履修年次

使⽤
テキスト

回 学習項⽬

76．看護の追究

看護の専⾨職者として必要な研究的態度を理解し、⾃らの看護観を追求することができる

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒

３年次 科⽬区分 専⾨分野
単位数
(時間)



演習

演習

研究計画書について
研究計画書の作成⽅法、倫理的配慮
研究のまとめ⽅と発表における留意点

講義
演習

看護研究の実践 研究計画書に基づき研究を進めていく

看護研究の発表 学びの成果発表

研究におけるテーマの
設定と先⾏研究（⽂
献）の調査

講義
演習

問題領域の設定、テーマ設定の⽅法、テーマに関する先⾏研究の
調査⽅法
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